
(1) 

《
松
江
地
区
会
議
》

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
て
永
田
議

長
が
参
加
者
に
対
し
て
地
協
活
動
参

画
へ
の
感
謝
を
述
べ
、
続
い
て
、
①
竹

島
の
日
（
領
土
返
還
要
求
運
動
）
に
ち

な
み
、
「
正
当
性
を
主
張
す
る
こ
と
」
、

「（
記
念
日
を
）
き
っ
か
け
に
し
て
考

え
る
こ
と
で
問
題
を
風
化
さ
せ
な
い

こ
と
」
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
②
現
下

の
情
勢
（
GDP

-6.3%
、
新
型
コ
ロ
ナ
）
を

踏
ま
え
る
と
厳
し
い
春
闘
に
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
短
期
的
な
課
題

と
長
期
的
展
望
は
き
ち
ん
と
切
り
分

け
て
、
過
去
最
高
額
に
上
っ
て
い
る
企

業
の
「
現
預
金
・
内
部
留
保
」
か
ら
労

働
分
配
を
引
き
出
し
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
等
、
２
点
に
つ
い
て
あ
い
さ
つ
。

《
隠
岐
地
区
会
議
》

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
て
横
地
議

長
が
参
加
者
に
対
し
て
地
協
活
動
参

画
へ
の
感
謝
を
述
べ
、
併
せ
て
2020
年

度
の
隠
岐
地
区
会
議
の
行
動
予
定
と

考
え
方
に
つ
い
て
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
両
会
場
と
も
研
修
会
に
移

り
、
①
社
会
・
経
済
情
勢
、
②
島
根
県

の
雇
用
環
境
、
③
賃
上
げ
要
求
根
拠
、

④
働
き
方
改
革
関
連
法
案
へ
の
対
応

な
ど
、
講
師
と
し
て
連
合
島
根
か
ら
副

事
務
局
長
を
招
い
て
春
闘
方
針
の
ポ

イ
ン
ト
と
課
題
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
ま
と
め
と
し
て
各
地
区
会
議
副
議

長
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。
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松
江
地
区
会
議(

議
長

永
田
良
和)

は
２
月
22
日

土

テ
ク
ノ
ア

ク
し
ま
ね
に
お
い
て

ま
た

隠
岐
地
区
会
議(

議
長

横
地
悟)

は

２
月
27
日

木

隠
岐
島
文
化
会
館
に
お
い
て

そ
れ
ぞ
れ
2020
春
季
生

活
闘
争
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

研
修
会
に
は
各
構
成
組
織
か
ら
多

く
の
仲
間
に
参
加
い
た
だ
き

春
闘
方
針
に
つ
い
て
共
有
し
ま
し
た

あいさつを行う永田議長 

キ

ワ

ド
は

春
季
生
活
闘
争
研
修
会
を
開
催

登録・フォローを
お願いします!! 

あいさつを行う横地議長 

①
労
働
分
配
率
の
向
上

過
去
最
高
額
に
上

て
い
る
企
業
の

現
預
金
高

お
よ
び

設
備
投
資
の
手
控
え
に
よ

て
高
ま

て
い
る

内
部
留
保

額

か
ら
人
へ
の
投
資
に
振
り
分
け
る
必
要
が
あ
る

②
付
加
価
値
の
適
正
分
配

サ
プ
ラ
イ
チ

ン
全
体
で
生
み
出
し
た
付
加
価
値
を
大
手

企
業
に
留
ま
ら
せ
る
こ
と
な
く

取
引
の
適
正
化

に
よ
り

中
小
・
地
場
企
業
に
分
配
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

③
様
々
な
格
差
の
解
消

雇
用
形
態
間

男
女
間

障
が
い
の
有
無
な
ど
に
よ
る
賃
金
格

差
を
無
く
し

育
児
・
介
護
・
治
療
と
仕
事
の
両
立
を
可
能
と

す
る
“
分
配
”
が
求
め
ら
れ
る

What is “分配構造の転換”!?
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ゆ
に
ふ
ぁ
ん
と
は
？

ボ
ラ
ン
テ

ア
を
し
た

い
け
ど
ど
う
し
た
ら
い
い

か
分
か
ら
な
い･

･･

。

ボ
ラ
ン
テ

ア
や
物
資
、

資
金
を
集
め
た
い
け
ど
、

ど
う
募
集
し
た
ら
い
い

の･･
･

。

ボ
ラ
ン
テ

ア
団
体
を

資
金
面
で
支
援
す
る
に
は

ど
う
す
れ
ば･･

･

。

そ
ん
な
皆
さ
ん
を
ウ

ブ
サ
イ
ト
で
つ
な
ぐ
新
し

い
仕
組
み
で
す
。

「
ゆ
に
ふ
ぁ
ん
」
は
連

合
が
中
心
と
な
っ
て
、
こ

れ
ま
で
行
っ
て
き
た
カ
ン

パ
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ

ア

活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
、
労
働
組
合
や
地
域
の

NGO
・
NPO
に
よ
る
「
支
え
合

い
・
助
け
合
い
」
活
動
を

紹
介
、
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

「
ゆ
に
ふ
ぁ
ん
マ

プ
」

に
は
地
域
の
「
支
え
合

い
・
助
け
合
い
」
活
動
が

掲
載
さ
れ
、
活
動
の
詳
細

や
ク
ラ
ウ
ド
フ

ン
デ

ン
グ
で
支
援
す
る
た
め
の

方
法
が
載
っ
て
い
ま
す
。

リ
・
ブ

ク
と
は
？

松
江
市
で
活
動
し
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
プ
ロ
ジ

ク
ト
ゆ
う
あ
い
」
は
、

障
が
い
者
就
労
支
援
事

業
・
社
会
参
画
活
動
と
し

て
、
古
本
を
回
収
し
て
き

れ
い
に
整
え
、
再
販
す
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

連
合
島
根
と
し
て
活
動

理
念
と
事
業
内
容
に
共
感

し
、
社
会
貢
献
活
動
と
し

て

2013

年
か
ら
協
働
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
各
構
成
組
織

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ

り
、
述
べ
8000
冊
を
超
え
て

寄
贈
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

2020 春闘研修会講師 連合島根 

新
年
度
役
員
体
制
】

委
員
長

選

任

中
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
）

副
委
員
長

山
中
佑
也
（
電
力
総
連
）

武
藤
広
和
（
電
機
連
合
）

事
務
局
長

野
村

維
（
自
治
労
）

事
務
局
次
長

永
田
優
太
（
Ｊ
Ｐ
労
組
）

幹
事福

田
泰
地
（
電
力
総
連
）

松
本
萌
夏
（
自
治
労
）

野
津

彩
（
自
治
労
）

瀧
野
信
一
（
自
治
労
）

遠
藤
和
也
（
交
通
労
連
）

大
塚

忍
（
マ
ツ
エ
デ

ー
ゼ
ル
労
組
）

私たちが未来を変える 
―安心社会に向けて―

松江地区会議青年委員会２０２０～２１年度役員体制決定!!

 松江地区会議青年委員会(委員長 新池一央)は 2

月 21 日（金）、労働会館「401 会議室」において第

29 回定期総会を開催し、2019 年度の活動を総括する

とともに 2020 年度活動方針および、2020～21 年度役

員体制を決定しました。 

 定期総会には代議員・傍聴として 14 単組から 33

名に出席いただいて青年活動の活性化に向けて共に

考え、総会終了後は懇親会を開催して一層交流を深

めることができました。 

 新たな体制となりましたが、引き 

続き各組織の青年組合員の交流と連 

帯を深めるために頑張っていきます 

ので、ご支援・ご指導の程よろしく 

お願いします。 

《報告者：松江地区会議青年委員会 前委員長 

新池一央（電力総連・中国電力ユニオン松江支部）》

「ゆにふぁん」、始まってます！

連合 ゆにふぁん 検索

単組活動も 

ドンドン 

載せていくよ♪ 岸本副事務局長  青木副事務局長 

不要な文庫本・単行本が社会貢献に！！

持ち込み又は訪問回収、いつでも大歓迎♪

新役員一同 

精一杯頑張りますので、 

よろしくお願いします！


